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問１ ある集団からランダムに選ばれた人が，確率 � で病気 � にかかっているとする．

� を調べるための検査 � は，� にかかっている人に対しては確率 �� � で陽性，確率 � で陰

性を示し，一方 � にかかっていない人に対しては確率 � で陽性，確率 �� � で陰性を示す．

�� ランダムに選ばれた人が検査 � で陽性となる確率 � を求めよ．

�� 検査 � で陽性になった人が病気 � にかかっている確率 � を求めよ．

�� � � ����� � � ��� のとき，それぞれの確率 �� � がどのような値になるか計算せよ．

問２ 	��� ��
� 	��� ��
� � � � � 	��� ��
 という 	 組のデータに対し，
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が最小となるように関数をあてはめる手法を最小二乗法という．

�� パラメータ �� � をもつ直線 �	�
 � ��� � を最小二乗法によりあてはめるとき，�� � を

求める式を導け．

�� � � �	�
 � � というように，�	�
 に � というノイズがのって � が観測されるという確

率モデルを考える．� が独立に同じ正規分布
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に従うと仮定すると，この確率モデルの最尤推定が最小二乗法と等価であることを示せ．

ここで，最尤推定とは，データが従う確率分布を最大化するようにパラメータの値を定

めることをいう．

問３ ユニークな「パターン」の例を挙げ，それをパターン認識することによって得られるメ

リットをできるだけ具体的に詳しく説明せよ．

例：パターン：迷惑メール

迷惑メールを自動認識することにより迷惑メールを手で分類する手間が省ける

	ただし，この例はユニークではなく，説明が具体性にも欠け，詳しくもないので点数は低い

ことに注意



